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１．供試検体：依頼者から提供された下記のライトトラップ 2 検体 

試験検体：「捕虫器 エプシロン LED（LED タイプ）」 

  粘着シートの粘着面：9cm×35cm 

対照検体：「捕虫器 A 社製品（LED タイプ」 

  粘着シートの粘着面：8cm×20.5cm 

２．供試虫：：イエバエ Musca domestica 一群 雌雄成虫 50 匹ずつ計 100 匹、羽化後 2～5 日齢 

伝研コロニー（当センターで累代飼育中の集団、薬剤感受性） 

３．試験実施日：2020 年 11 月 17 日～11 月 25 日 

４．試験場所：一般財団法人 日本環境衛生センター 4F 生物試験室 A 

５．試験方法： 

１）4.67m×2.77m、高さ 2.35m の試験室内（30.4m3）の長辺側に設置した高さ 0.73m の机の上に、

付属の捕虫シートを取り付けた試験検体と対照検体を 1m 程度離して併置した。また、試験室机上

には脱脂綿に含ませた砂糖水を配置した。 

２）15 時ごろ試験室中央で供試虫一群を放し、自由に行動させ、約 1 時間後（16 時）に検体を点灯

させ、翌 9 時に消灯し、試験終了とした。なお、試験室は 17 時から翌 5 時を暗条件（明暗は 12h：

12h）とした。なお、室内温度は 20～25℃に設定した。 

３）試験終了後、各検体の捕虫シートに捕獲された個体数（検体付近で死亡またはノックダウンして

いた個体を含む）、検体に捕獲されなかった個体数（検体外数：検体に室内を飛翔していた個体お

よび室内床面に死亡していいた個体）を計数した。 

４）試験は設置場所を交換して計 4 反復行い、下記の式から検体の捕獲率を算出し、捕獲性能を評価

した。 

捕獲率-1（%）=（各検体の捕獲数／（試験検体および対照検体の合計捕獲数））×100 

捕獲率-2（%）=（各検体の捕獲数／（試験検体および対照検体の合計捕獲数＋検体外数））×100 
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６．試験結果およびまとめ： 

供試検体 
反復 

合計 
捕獲数 

合計 

捕獲率-1 

（％） 

捕獲率-2 

（％） Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 

試験検体の捕獲数 
♂ 39(1) 23(1) 29 45 136 

295 89.4 76.6 
♀ 40 39 38(1) 42 159 

対照検体の捕獲数 
♂ 6 10(2) 8 1 25 

35 10.6 9.1 
♀ 2 4 3 1 10 

検体外数 
♂ 5 16 13 4 38 

55 － 14.3 
♀ 3 5 2 7 17 

合計 

♂ 50 49 50 50 199 

385 － － ♀ 45 48 43 50 186 

計 95 97 93 100 385 

試験検体：「捕虫器 エプシロン LED（LEDタイプ）」 

対照検体：「捕虫器 A社製品（LEDタイプ」 

（ ）内の数字は、捕獲数の内、粘着シートに捕獲されず、検体付近で死亡していた数を示す。 

捕獲率-1は検体への合計捕獲数を分母とする。 

捕獲率-2は検体への合計捕獲数＋検体外数を分母とする。 

試験時温湿度：室温：21.2℃～28.5℃（平均26.0℃）、相対湿度：30%～73%（平均43%） 

ライトトラップ、試験検体：「捕虫器 エプシロン LED（LED タイプ）」のイエバエに対する

捕獲性能を、「捕虫器 A 社製品（LED タイプ」を対照検体として併置試験で評価した。 

その結果、試験検体の捕獲率は、両検体への合計捕獲数を分母とした場合 89.4%で、対照検体の

10.6%を大きく上回り、高い捕獲率が得られ、対照検体よりも捕獲効果が大きいと思われた。 

以 上 

上記資料は私が実施した試験の結果に基づいて作成されたものに相違ありません。 
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